
2026.5　広報ふじみ27

コミ・プラ
マスコットキャラクター
『ホッホ君』

公民館
インスタグラム

〒399-0211
長野県諏訪郡富士見町富士見 3597-1
コミュニティ・プラザ内 富士見町公民館
Eメール：kouminkan@town.fujimi.lg.jp

発行　富 士 見 町 公 民 館
編集　公民館報編集委員会

TEL 0266（62）7900
FAX 0266（62）7611

No.746
令和 8年 5月1日

設立当初の
富士見高原教会会堂兼保育園園舎

第 2代園長・古清水充（左）と初代園長・古清水万太朗（右）

「
い
ま
、
私
に
で
き
る
こ
と
は
」

　
山
林
火
災
の
発
生
が
度
々
報
道
さ
れ
て
い
た
頃
、『
ハ
チ

ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く 

い
ま
、私
に
で
き
る
こ
と
』（
光
文
社
）

と
い
う
本
を
思
い
出
し
た
。
南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
の
先
住

民
に
伝
わ
る
話
を
広
げ
よ
う
と
文
化
人
類
学
者
・
環
境
運

動
家
の
辻
信
一
さ
ん
が
監
修
し
た
も
の
で
、
２
０
０
５
年

に
初
版
発
行
さ
れ
た
。

　
ハ
チ
ド
リ
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
中
南
米
に
か
け
て
棲
息
す

る
、
体
長
10
セ
ン
チ
前
後
の
小
さ
な
鳥
で
、「
飛
ぶ
宝
石
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
、
玉
虫
色
の
身
体
は
光
の
当
た
る
角
度
や
明
る
さ
に
よ
っ
て

様
々
な
色
に
変
化
す
る
。
ハ
チ
の
よ
う
に
空
中
で
静
止
し
て
花
の
蜜
を

吸
う
と
き
に
「
ブ
ー
ン
」
と
い
う
音
を
た
て
る
こ
と
か
ら
、英
名
は
「
ハ

ミ
ン
グ
バ
ー
ド
」
と
い
う
。

　「
森
が
燃
え
、
動
物
た
ち
が
わ
れ
先
に
逃
げ
て
い
く
。
ハ
チ
ド
リ
の

ク
リ
キ
ン
デ
ィ
だ
け
は
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
、
く
ち
ば
し
で
水
の
し

ず
く
を
一
滴
ず
つ
運
ん
で
火
の
上
に
落
と
し
て
い
く
。
他
の
動
物
た
ち

に
笑
わ
れ
な
が
ら
も
、
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
は
『
私
は
、
私
に
で
き
る
こ
と

を
し
て
い
る
だ
け
』
と
答
え
る
」
と
い
う
話
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
短

い
物
語
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
確
か
に
ク
リ
キ

ン
デ
ィ
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
大
き
な
勇
気
を
持
っ
て
い
る
。
逃
げ
出
し

た
他
の
動
物
た
ち
は
、
何
も
し
な
い
意
気
地
無
し
だ
っ
た
の
か
。
そ
の

後
、
森
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
ク
リ
キ
ン
デ
ィ
に
続
き
、
動
き
出
し
た

仲
間
は
い
な
か
っ
た
の
か
。

　「
燃
え
る
森
」
は
、
地
球
温
暖
化
、
戦
争
、
飢
餓
、
貧
困
…
…
。
今
、

世
界
に
起
き
て
い
る
様
々
な
問
題
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
だ
。
一
人
の

人
間
に
で
き
る
こ
と
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
事
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
、
知
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、
声
を
上
げ
る
こ
と
、
行
動
を
起
こ
す

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
。
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
一
人
一
人
が
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と
」
を
見
つ
け
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
積
み
重
ね
て
い
か
れ
た
ら
、
世
界
は
よ
り
よ
い
方
向
に

向
か
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

山
口
　
美
佐
子
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第
一
章
　富
士
見
町
に
保
育
園

が
生
ま
れ
る
ま
で

①
戦
後
、
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
保
育
の
芽

　
富
士
見
町
立
保
育
園
の
は
じ
ま
り
は
、
戦

後
間
も
な
い
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
年
の
五
月
十
五

日
、
富
士
見
区
福
祉
協
会
に
よ
っ
て
「
私
立

富
士
見
保
育
園
」
が
開
園
し
ま
し
た
。
中
心

に
い
た
の
は
、
当
時
富
士
見
高
原
教
会
の
教

会
役
員
で
も
あ
っ
た
区
会
議
員
で
、「
富
士
見

村
に
は
保
育
施
設
が
な
い
」
と
い
う
現
実
に

②
農
村
の
切
実
な
声
か
ら
生
ま
れ
た
園

　
昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
農
村
部
で
の

保
育
園
設
立
の
動
き
が
各
地
区
で
相
次
ぎ
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
農
繁
期
に
子
ど
も
を

預
け
る
場
所
が
な
い
と
い
う
農
家
の
切
実
な

現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
印
象
的
な
の
が
神
戸
保
育
園
の

誕
生
で
す
。
昭
和
二
十
八
年
の
大
凶
作
に
よ

り
収
入
が
激
減
し
た
御
射
山
神
戸
区
で
は
、

県
の
救
農
土
木
事
業
に
区
民
が
従
事
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
際
「
子
ど
も
を
預
け
ら
れ

る
場
所
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
高
ま
り
ま

し
た
。
区
民
自
ら
が
旧
御
射
山
分
校
の
跡
地

に
園
舎
を
新
築
し
、
昭
和
三
十
二
年
に
町
へ

移
管
。
地
域
の
力
で
保
育
園
を
つ
く
り
あ
げ

た
例
で
す
。

　
西
久
保
保
育
園
も
同
様
で
す
。
木
の
間
・

若
宮
両
区
の
住
民
が
「
農
村
は
人
手
不
足
で

家
で
は
保
育
が
十
分
に
で
き
な
い
」
と
声
を

あ
げ
、
町
へ
の
陳
情
を
重
ね
た
末
に
昭
和

三
十
五
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
施
設
費
の
一

部
は
地
域
住
民
が
負
担
し
、
建
設
に
は
労
力

奉
仕
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
境
保
育
園
は
区
長
会
で
の
議
論
が
発
端
と

な
り
、
昭
和
三
十
四
年
に
地
域
の
手
で
開
園
。

翌
々
年
に
町
立
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

　
蔦
木
保
育
園
は
落
合
小
学
校
蔦
木
分
校
の

廃
止
に
伴
い
、
跡
地
に
昭
和
三
十
八
年
に
開

園
し
ま
し
た
。

　
落
合
保
育
園
は
昭
和
三
十
一
年
に
落
合
小

学
校
の
一
部
教
室
を
借
り
て
開
園
し
た
も
の

の
、
国
の
基
準
に
満
た
ず
、
実
に
六
年
間
に

向
き
合
い
、
婦
人
会
・
区
議
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
呼

び
か
け
て
保
育
の
場
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
園
舎
は
富
士
見
高
原
教
会
の
施
設
を
無
償

で
借
り
受
け
、
教
会
の
関
係
者
が
保
母
を
務

め
な
が
ら
運
営
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

社
会
運
動
家
・
賀
川
豊
彦
か
ら
の
多
額
の
援

助
金
も
届
い
て
い
ま
す
。
宗
教
教
育
は
一
切

行
わ
ず
、
地
域
の
子
ど
も
す
べ
て
を
受
け
入

れ
る
公
共
的
な
場
と
し
て
出
発
し
た
の
で
す
。

　
開
園
当
初
の
園
児
は
お
よ
そ
七
〇
名
。
昭

和
三
十
年
に
は
第
二
園
舎
も
建
設
さ
れ
、
同

年
の
町
制
施
行
を
経
て
、
昭
和
四
十
一
年
に

正
式
に
町
へ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
有

志
が
手
づ
く
り
で
育
て
た
こ
の
保
育
園
は
、

富
士
見
の
保
育
事
業
の
さ
き
が
け
と
し
て
、

今
も
人
々
の
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
っ
て
無
認
可
の
ま
ま
運
営
を
続
け
る
と

い
う
苦
労
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

③
統
廃
合
・
新
築
・
そ
し
て
五
園
体
制
へ

　
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
少
子
化
・
核

家
族
化
の
波
が
富
士
見
町
に
も
押
し
寄
せ
ま

す
。
蔦
木
保
育
園
は
昭
和
四
十
一
年
に
廃
止

さ
れ
落
合
保
育
園
に
統
合
。
昭
和
五
十
年
代

に
は
桜
ヶ
丘
団
地
の
入
居
増
で
本
郷
保
育
園

が
増
築
を
重
ね
る
な
ど
、
各
園
は
時
代
の
変

化
に
対
応
し
続
け
ま
し
た
。

　
平
成
十
年
、
町
は
「
富
士
見
町
立
保
育
園

施
設
整
備
調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、

四
園
体
制
が
望
ま
し
い
と
す
る
方
向
を
打
ち

     

富
士
見
町
に
は
現
在
、
富
士
見
・
本
郷
・

落
合
・
境
・
西
山
の
五
つ
の
町
立
保
育

園
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
園
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
生
ま
れ
、
地
域
と
共

に
歩
ん
で
き
た
の
か
。
ま
た
、
時
代
を

超
え
て
「
子
育
て
」
に
何
が
求
め
ら
れ

て
き
た
の
か
。
保
育
園
が
町
に
誕
生
し

た
昭
和
二
十
五
年
か
ら
令
和
の
今
日
ま

で
、
行
政
よ
り
も
先
に
動
い
た
地
域
の

有
志
た
ち
の
声
と
、
現
在
の
保
護
者
た

ち
の
実
感
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。

富
士
見
町
立
保
育
園

地
域
が
育
て
た
保
育
の
歴
史

特
集

富士見保育園の運動会（1963年 神澤和夫さん 撮影）

出典：富士見町史 下巻・富士見町こども計画（令和 7年）をもとに作成
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出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
神
戸
保
育
園

と
西
久
保
保
育
園
を
統
合
す
る
形
で
、
平
成

十
四
年
四
月
に
西
山
保
育
園
が
開
園
。
そ
の

後
の
検
討
や
地
域
事
情
を
踏
ま
え
、
現
在
の

五
園
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　
富
士
見
保
育
園
は
平
成
三
年
に
中
央
公
民

館
敷
地
へ
新
築
移
転
し
、
平
成
五
年
か
ら
は

長
時
間
保
育
、
七
年
か
ら
は
早
朝
保
育
も
開

始
。
現
在
で
は
未
満
児
保
育
や
外
国
籍
の
幼

児
の
受
け
入
れ
も
始
ま
り
、
保
育
の
内
容
は

大
き
く
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
五
年
の
牧
師
館
で
の
小
さ
な
出

発
か
ら
、
七
十
余
年
。
地
域
の
声
が
積
み
重

な
っ
て
で
き
た
五
つ
の
保
育
園
は
今
も
、
富

士
見
の
子
ど
も
た
ち
の
日
常
を
支
え
て
い
ま

す
。第

二
章
　保
護
者
は
保
育
環
境

に
何
を
求
め
て
き
た
か

①
富
士
見
で
育
て
る
こ
と
へ
の
信
頼

　
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
年
）
に
実
施
さ
れ

た
富
士
見
町
の
調
査
で
は
、
就
学
前
児
童
を

持
つ
保
護
者
の
七
二・七
％
が
子
育
て
環
境
に

「
満
足
」
と
回
答
し
て
お
り
、
前
回
調
査
（
平

成
三
十
年
）
と
ほ
ぼ
同
水
準
を
保
っ
て
い
ま

す
。

　
満
足
の
理
由
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ

た
の
は「
自
然
が
豊
か
だ
か
ら
」（
八
二・二
％
）

と
「
補
助
金
等
の
経
済
的
支
援
が
充
実
し
て

い
る
か
ら
」（
八
〇・八
％
）。
富
士
見
を
選
ん

③
変
わ
ら
な
い
願
い

　
求
め
る
環
境
の
中
身
は
、
時
代
と
共
に
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
農
繁
期
に
子
ど
も
を
預

け
る
場
所
を
切
実
に
求
め
た
昭
和
の
保
護
者

た
ち
と
、
共
働
き
が
一
般
化
し
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
に
悩
み
な
が
ら
も
「
自
然
の
中

で
育
て
た
い
」
と
富
士
見
町
を
選
ん
だ
令
和

の
保
護
者
た
ち
と
で
は
、
置
か
れ
た
状
況
が

大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
調
査
の
数
字
の
奥
に
は
共
通

す
る
も
の
が
見
え
ま
す
。
富
士
見
町
で
子
育

て
を
す
る
保
護
者
の
七
割
以
上
が
満
足
と
答

え
、
そ
の
理
由
の
筆
頭
に
「
自
然
が
豊
か
だ

か
ら
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
感
覚
は
、

数
十
年
前
に
区
民
が
労
力
奉
仕
で
園
舎
を
建

て
た
り
、
無
認
可
の
ま
ま
六
年
間
保
育
を
続

け
た
り
し
た
人
々
の
思
い
と
、
根
っ
こ
で
つ

で
暮
ら
す
保
護
者
た
ち
の
、
こ
の
土
地
へ
の

積
極
的
な
信
頼
が
数
字
に
表
れ
て
い
ま
す
。

②
共
働
き
の
切
実
な
声

　
一
方
、
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
と
し
て
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」

（
五
七・四
％
）、
次
い
で
「
子
ど
も
の
健
康
や

発
育
」（
四
七・
五
％
）、「
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
負
担
」（
四
一・〇
％
）
と
続
き
ま
す
。

　
母
親
の
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
率
は
年
々
上
昇

し
て
お
り
、「
誰
か
に
預
け
た
い
」と
い
う
ニ
ー

ズ
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
環
境
向
上
の
た
め
に
最
も
重
要
な

こ
と
と
し
て
「
保
育
園
の
充
実
」
を
挙
げ
た

保
護
者
は
二
三・〇
％
と
最
多
で
、
延
長
保
育

の
時
間
延
長
や
施
設
の
老
朽
化
改
善
、
連
絡

ツ
ー
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
具
体
的
な

声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の
土

地
で
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
へ
の
、
静
か
な

誇
り
と
信
頼
で
す
。

あ
と
が
き

　
少
子
化
が
進
み
、
移
住
者
も
増
え
る
な
か

で
、
富
士
見
町
の
保
育
園
が
担
う
役
割
は
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
記
事

を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
住
ん
で
い
る
だ
け
で

は
深
く
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
町
の
保
育
の

歴
史
を
調
べ
ま
し
た
。
地
域
の
声
が
ひ
と
つ

ひ
と
つ
積
み
重
な
っ
て
今
の
五
つ
の
園
が
生

ま
れ
た
こ
と
を
知
り
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
町

の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
富

士
見
町
の
文
化
は
、
昭
和
二
十
五
年
の
小
さ

な
出
発
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
だ
と
感
じ
ま
す
。
保
育
園
が
こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
支
え
続
け
る
場
所
で

あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

揚
妻
の
は
ら

﹇
取
材
協
力
﹈
日
本
基
督
教
団 

富
士
見
高
原
教
会

 

井
上
創
牧
師
・
中
山
正
一
さ
ん

 

中
山
優
さ
ん
・
神
澤
和
夫
さ
ん

﹇
参
考
資
料
﹈

『
富
士
見
町
史 

下
巻
』（
平
成
3
年 

長
野
県
諏
訪

郡
富
士
見
町
編
）

『
恵
み
の
高
峰 

創
立
75
周
年
記
念
特
別
号
』（
令

和
六
年 

日
本
基
督
教
団 

富
士
見
高
原
教
会
）

　『
富
士
見
町
高
原
の
子
ど
も
た
ち
　
す
こ
や
か

に
育
つ
た
め
に
』（
昭
和
58
年 

富
士
見
町
青
年
健

全
育
成
手
引
書
作
成
委
員
会
）

　
富
士
見
町
こ
ど
も
計
画
（
令
和
7
年
3
月
）

　
総
理
府
広
報
室
「
家
庭
教
育
に
関
す
る
世
論
調

査
」（
昭
和
55
年
）

満足している理由（複数回答）
R6 富士見町「子ども・子育て支援に関する調査」

子育ての悩み・不安（複数回答）
R6 富士見町「子ども・子育て支援に関する調査」
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富士見町図書館富士見町図書館 ☎62-7930 開館時間：通　常 … 午前9時30分～午後6時
　　　　　火曜日 … 午前9時30分～午後7時
https://www.town.fujimi.lg.jp/site/library1/

富士見町図書館HP

５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
■ 図書館・博物館…休館日
■ 図書館のみ…休館日（博物館は開館日）
■ 20冊貸出　※毎月第３日曜日は「家庭読書の日」

休館のお知らせ
蔵書点検のため、下記の期間は休館します。
５月26日（火）～５月29日（金）

・ 上記期間中は、貸出・資料検索など、全ての図書
館サービスを停止いたします。
・ なお、期間中の図書の返却は、コミュニティ・
プラザ入口に設置のブックポストをご利用くだ
さい。また、CD・DVD以外の図書は信濃境駅に
設置のブックポストにも返却できます。

富士見町図書館　☎62-7930問

博物館博物館 ☎75-5735（富士見町高原のミュージアム）

井戸尻遺跡に出没する「縄文人ムサイ」。縄文時代の遺跡を訪
ねながら、八ヶ岳を巡る旅が始まりました。縄文時代と今が
「時空を超えて共鳴する瞬間を」カメラマン高橋知子氏が切
り取った「ゆるり日本遺産。」の世界観。写真とともに、撮影
スポットとなった遺跡をご紹介します。

■ 場　　所　富士見町高原のミュージアム（コミュニティ・プラザ　２階）
■ 開館時間　午前 10時～午後５時（入館午後４時 30分まで）
■ 休 館 日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）　祝日の翌日（土日祝の場合は開館）、12月 28日～１月４日
■ 入 館 料　  大人 300円、子ども 150円　諏訪地域の小中学生は無料  

➡右上の招待券を切り取ってお持ちください。町内１家族まで無料にてご覧いただけます。

企画展
星降る中部高地の縄文世界
「縄文人ムサイ展」
６月21日（日）まで
「高橋知子氏と名取勇氏（縄文人ムサイさんの子孫）によるトークショー」
◆ 日時：６月６日（土）　午後２時～３時
◆ 会場：富士見町高原のミュージアム（企画展会場内）　◆ 事前申込不要・入館料必要

イベント
のご案内

2025 年２月をもって一時休館となった比類なき劇場
「帝国劇場」の記憶を未来へとつなぐ短編集。白杖の父が
遺した、ミュージカル「屋根の上のヴァイオリン弾き」
のパンフレット。そこには新人案内係からの手紙が挟ま
れていて…『ホタルさんへの手紙』
劇場ロビーに一脚あるという “幸運の椅子”。売店で働
くたった一人の “担当さん” だけが代々受け継いできた
その伝説と、椅子に座った人々の元に訪れる幸運とは。
『こちらへ、お座り下さい』ほか、全八編を収録。

★電話・WEBまたは
　カウンターでご予約ください

小説　『劇場という名の星座』
 小川　洋子 著

おすすめ Book

印刷・複写不可
招待券

博物館企画展

●５月 12日（火）  
　どうぶつおはなし会  
　　　　　アルパカがやってきます！
どうぶつにちなんだ絵本の読み聞かせの後、  
実際にアルパカとふれあうこともできます。
時　間：午前11時～11時30分
会　場：コミュニティ・プラザ　ロビー

●６月７日（日）  
　科学のとびら「凧を作る。凧を揚げる」
自分で作った凧を、コミ・プラ前広場で揚げて 
みよう！
時　間：午前10時～11時45分
場　所：コミュニティ・プラザ　２階　大会議室
定　員：親子 10組（お子さま 15名）
　　　　※ 親子で制作します。作品は 

お子さまおひとり１つです。
申　込：  申込フォーム、電話又は 

図書館カウンター（５/15～）
富士見町図書館　☎62-7930問

イベント情報

申込フォーム

2026 年4月25日 ( 土 ) ー 6月21日 ( 日 )
★イベント開催★
2026/5/4 フォトセッション
2026/6/6 トークショー

縄
文
人
ム
サ
イ
展

星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界

縄
文
人
ム
サ
イ
展

星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界

主催：富士見町教育委員会　監修・協力：井戸尻考古館
後援：信濃毎日新聞社、株式会社長野日報社、エルシーブイ株式会社、市民新聞グループ、甲信縄文文化発信・活性化協議会、富士見町商工会

問 保健福祉課 保健予防係　☎ 62-9134

ふふじじみみまま ちち 通通 信信

「食育推進チーム」だより
“ 旬の地場産物を使って、バランスの良い美味しい食事を楽しむ ”

【材料】
・米�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２合
・たけのこ（下処理済）�・・・・・・・・小 1本

（150～ 200ｇ程度）

・鶏もも肉（角切り）�・・・・・・・・・・ 70g
・炒め油� ・・・・・・・・・・・・・・ 小さじ２

 たけのこごはん 　

〈作り方〉
1　油を熱し、たけのこ、鶏肉を炒め、Aを加えてさっと煮る。
2　洗米した米に 1の煮汁を加え、2合の線まで水を入れて炊飯する。
3　炊きあがったら 1の具をのせ蒸らす。
※あまったたけのこ、だし汁はすまし汁や煮物にご活用ください。
※だし汁は顆粒だしに変えてもOKです。分量の水に小さじ 1程度加えてください。
※鶏肉の他、油揚げやにんじんを入れても。

【ひとこと】
たけのこの水煮は 1年中出回って
いますが、コリコリした食感と香
りが特徴の生のたけのこはこの季
節ならでは。購入したらなるべく
早く下処理するのがおいしく食べ
るコツです。

町内の活動や情報、イベントなどを
ご紹介します。

男性のための「貯筋体操教室」は
４月より毎週開催になります！

おたっしゃ広場� ☎ 55-6955
富士見町地域包括支援センター� ☎ 62-8200

 場所 : おたっしゃ広場
 日時 : 毎週木曜　	 　
　　　　14:45~15:45
 持ち物 : うわばき、飲み物

週により講師は異なりますが、内容は、これまで同
様に筋トレ中心です。これまで参加されていた方も、
初めての方も大歓迎です！

「筋トレのレベルがちょうど良い！」「時折入る脳トレも楽しい！」

問
保健福祉課�保健予防係　� ☎ 62-9134

歯とお口の健康マメ知識
歯と口腔の健康推進チームだより

今月の回答は、�町保健師です。

歯や口には多くの組織があります。そのため、それぞれの組織
に病気がおこる可能性があります。また、300～ 700種類の細
菌がいるため、病気の起こりやすい環境です。
代表的な病気には、「むし歯」、「歯周病」、「口内炎」等があり、
多くの方がかかる病気として挙げられます。特にむし歯は世界で
最も多い口の病気であり、歯周病も成人の半数以上がかかること
のある病気です。
その他には、「口腔がん」、「顎関節症」、「口腔カンジダ症」、「ド
ライマウス」、「知覚過敏」等があります。
これらの病気を防ぐためには、毎日の口腔ケアと生活習慣の見
直し、プロケアを受けることが大切になります。毎日の口腔ケ
アは最も効果のある予防になります！一度、自身の口腔ケア方
法を確認し、丁寧なケアを心掛けましょう！

A�　数十種類以上の病気があります！
Q　「歯や口の病気はどのくらいありますか？」

［A］
・さとう� ・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
・うすくちしょうゆ� ・・・・ 大さじ１と１/２
・酒�・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
・だし汁（かつおこんぶ）�・・・・・・ 100ml

【たけのこのあく抜き方法】
①�　皮付きのまま先端を斜めに落
とし縦に切れ目を入れる。
②�　水に①と、たけのこの 1割量
の米ぬかを入れ、やわらかくな
るまで茹でる。（1時間目安）
③　ゆで汁に入れたまま一晩おく。

みなさんの質問をテーマに歯科医院の
先生等からアドバイスいただきます！
例）歯周病になると認知症になりやすいの？など
日々のケアや歯に関する疑問・悩みをぜひお気軽
にお聞かせください。質問は、右記の二次元コード、
電話、メールにて募集しています。沢山の質問を
お待ちしています！

歯やお口に関する質問大募集！

メール：hokenyobou@town.fujimi.lg/jp

今月の質問

歯やお口に関する
質問大募集！

問

（レシピ：富士見保育園）


